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留萌市議会だより留萌市議会だより

※左記のQRコードからも
留萌市議会のホームペー
ジにアクセスできます。

　　　🅿４ ◦新年のご挨拶
　　　🅿４ ◦公共施設整備調査研究会視察
 🅿５〜🅿６ ◦各常任委員会からの報告
　　　🅿７ ◦道北支部議長会議員研修会

　　　🅿７ ◦各組合議会からの報告
🅿８〜🅿10◦第４回定例会一般質問
　　　🅿11◦こんなことが決まりました
 　　　　　 ◦議会の動向 ………………… ほか

主
な
内
容

決
意
新
た
に
！

　
市
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
を
市
民
の
皆
様
と
共

に
お
迎
え
で
き
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
、
留
萌
市
議
会
に
対

し
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
議
会
で
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
の

把
握
に
努
め
、
そ
の
声
を
議
会
に

反
映
さ
せ
る
取
組
と
し
て
、
昨
年

夏
に
「
市
民
と
議
会
の
意
見
交
換

会
」
を
開
催
し
た
ほ
か
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
す
る
な
ど
、
議
会
基
本
条

例
に
基
づ
い
た「
わ
か
り
や
す
く・

開
か
れ
た
」
議
会
の
実
現
を
目
指

し
、
積
極
的
な
議
会
情
報
の
発
信

に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
14
人
の
議
員
で
、
市
へ
の
監
視

機
能
を
発
揮
し
、
多
種
多
様
な
民

意
の
反
映
、
政
策
の
立
案
等
を
実

現
し
て
い
く
た
め
、
議
会
運
営
の

創
意
工
夫
、
議
員
の
資
質
の
向
上

等
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
に
応

え
る
よ
う
、
議
員
一
同
決
意
を
新

た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　
本
年
が
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て

幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

議
長　
燕　
昌
克

「留萌市議会公共施設整備調査研究会」は、新たな公共施設建設の参考とするため、昨年 10 月に行
政視察を行いました。情報共有のために研究会メンバーのほか、執行部の職員も合わせて１2 人が参加。
小清水町と北見市役所を訪れました。小清水町では、防災拠点型複合庁舎「ワタシノ」を視察。全国初

の「フェーズフリー」の概念を具現化した庁舎であり、大変興味深く、
参考になりました。また、モンベルショップや「ほがじゃ」工場を
見学し、企業誘致や廃校舎利活用の参考となりました。北見市役所
では、申請書や届出書等を「書かない」窓口として１か所のカウンター
で手続きを受け付ける「ワンストップサービス」など、システム活
用の窓口サービスを導入しており、留萌市でも必要性を感じました。

公共施設整備調査研究会視察〈小清水町、北見市〉
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　総務部・地域振興部・都市環境部からの議案・
報告・情報提供事項について確認した。
　総務部から、　留萌市中期財政計画で令和６～
１０年度の中期財政見通しとして、令和４年度決
算ではすべての会計において黒字決算、実質公
債費比率も改善し、令和５年度末にも１０％未満を
維持する見込みと説明を受けた。
　地域振興部から、令和５年度ふるさと納税寄
附申込状況の説明を受け前年１０月比、件数約
５６２％・寄附額約４４５％と共に伸長し、11 月の
時点で年度末の見込みが１７億円に設定された。
　このほか、ブルーカーボン推進試験事業の実
施経過や水産振興センターの整備検討状況の説
明を受けた。同センターは市内水産業の更なる振

興を目的に、各種機能を備えた計画になっている。
今後新たな補助制度を模索し検討が進められる。

　都市環境部から、令和６年１月から水道料金の
スマートフォンアプリ決済が導入される説明を受け
た。決済事業者アプリを起動し、納付書ハガキに
印刷されたバーコードをスキャンして完了。手数料
は５４円。このほか、旧るもいプラザ庇の天井落下
に伴う緊急対応の説明を受けた。

ふるさと納税寄附額予想前年より増
水産振興センターの整備検討継続
◎委 員 長　戸水美保子
○副委員長　宇川　達朗

◦村上　雅彦　◦小野　敏雄　◦野崎　良夫　
◦鈴田　亜湖　◦村山ゆかり　

第１
常任委員会
の報告

岩手県紫波（しわ）町
　民間の事業力を生かし
た企業版ふるさと納税制
度の活用により、町の財
政負担を最小限に抑え、
関係人口増加等を実現
する「紫波町まち・ひと・
しごと創生総合戦略推

進事業」について視察。また、地域交通においても、民
間事業者からの提案によりA I 配車システムを用いたデ
マンド型乗合バス「しわまる号」について説明を受けた。
秋田県美郷（みさと）町
　平成３１年１月に株式会社モンベルと包括連携協定 及
び防災協定を締結している美郷町では、道の駅「美
郷」内に秋田県初出店
となるモンベルショップ
の開店を支援。道の駅

「美郷」 への入込客
数、売上額ともに増加
し、経済効果を実感し
ていた。ただ、アウトド

アを推進する中ではイベント参加率の低さ、ネイチャーガ
イド育成の難しさが課題との説明があった。また、モンベ
ルを誘致したことで、若者に活気が生まれるという変化も
あったとのことだった。
宮城県石巻市
　「コミュニティを核とした持続可能な地域社会の構築」
について視察。震災以降、復旧・復興事業を最優先で
進める中で、①経済面で
はハイブリッドリユースに
よる新産業を創出し、地
域産業の活性化・資源の
有効使用を図り、②環境
面ではグリーンスローモ
ビリティによる環境負荷
の低減、③社会面では地
域交通情報アプリの構築による移動手段の確保が行わ
れ、この３側面を関連させながら事業の相乗効果を狙っ
ていた。
　大震災を乗り越えたまちが「おたがいさま」「ありがとう」
で支え合うまちづくりを進めていて、非常に感銘を受けた。
SDGs の取組も参考になることが多かった。

第１常任委員会行政視察第１常任委員会行政視察「東北１市２町」「東北１市２町」

▲紫波町議場

▲美郷町会議室

▲石巻市役所前
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第２
常任委員会
の報告

　市民健康部、教育委員会、留萌市立病院の所
管事務調査を行う。
　市民健康部から、令和５年１２月１１日から開
始される証明書のコンビニ交付サービスについて
の説明を受ける。取得できる証明書は『住民票
の写し』『印鑑登録証明書』で、マルチコピー機
が設置されている、コンビニエンスストアやマッ
クスバリュ、サッポロドラッグストアーなどで発行
できるが、発行にはマ
イナンバ―カードとそ
の暗証番号（利用者
証明者用の数字４桁）
が必要となることを確
認した。

　教育委員会より、令和５年度全国学力・学習
状況調査結果についての説明を受ける。小学校
では国語について、北海道平均正答率を０．２％
上回ったものの、全国平均で見ると国語、算数と
もに下回る結果であった。中学校では、特に英
語について全国、北海道と比較しても大きく平均
から下回る結果であり、市としても、GIGA スクー
ル構想により整備した端末を活用し、河合塾との
包括連携協定により導入した AI 学習ドリルの活
用を進めるなど、学力向上に向けた支援を行うと
の説明を受ける。
　市立病院より、令和６年１月１日から、看護師
及び看護助手の不足に伴い『地域包括ケア病棟』
の一時休床する説明を受ける。

証明書コンビニ交付サービス開始
全国学力・学習状況の調査結果
◎委 員 長　米倉　靖夫
○副委員長　田村　裕樹

◦川村　忠司　◦横田　美樹　◦村上　　均
◦燕　　昌克　◦小沼　清美　　

　第２常任委員会は、栃木県の矢板市、那珂川町、高
根沢町にて行政視察を行った。
矢板市
　休日部活動の段階
的な地域移行のケー
スモデルとして先ん
じて実践研究を行っ
ており、現在留萌市
が抱える部活動の運
営方法や制度設計等
の諸課題解決に向け、その取組や実践研究から見えて
きた課題や実情など、担当者から詳しく説明を受けた。
那珂川町

　積水ハウス株式会社グループと事業締結し、子育て
支援住宅「エミナール那珂川」を整備。隣接して子育
て支援センター「わかあゆ」を配置するなど、子育て
世代が安全、安心に暮らして行ける施策を調査した。
その他にも、那珂川町ファミリー・サポート・センター
が実施する登録制の子育て支援施策についても説明を
受けた。
高根沢町
　 平成15年よ
り、表面的な
学校復帰を目
的とせず、子
どもたちが安
心して心を休
ませ、自分ら
しい自分を発
見し社会的自立を目指すことを目的とし開設してい
る、フリースペース「ひよこの家」を調査した。
留萌市でも令和５年度から教育支援センター「ゆっく
るも」が開設されており、議会としても本視察での学
びを活かし、しっかりと支えていきたい。

第２常任委員会行政視察第２常任委員会行政視察「栃木県矢板市、那珂川町、高根沢町」「栃木県矢板市、那珂川町、高根沢町」

▲証明書が発行できるマルチ
コピー機

▲子育て支援センター「わかあゆ」

▲矢板市議場

▲フリースペース「ひよこの家」
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　留萌消防組合議会第３回臨時会を令和５年
10 月 30 日 16 時より留萌市議会議場で開催し

「留萌消防組合公平委員会委員の選任」につい
て同意しました。
　また、第 2 回定例会を 12 月５日 15 時より
開催し、「令和４年度留萌消防組合歳入歳出決
算の認定について」を審議し認定、「令和５年
度留萌消防組合補正予算（第２号）」「留萌消防
組合職員給与条例の一部を改正する条例制定に
ついて」「留萌消防組合火災予防条例の一部を
改正する条例制定について」をそれぞれ慎重に
審議し、可決しました。

　令和５年 10 月 10 日、留萌南部衛生組合は
紋別市の「西紋別地区広域ごみ処理センター（焼
却施設）」に、野崎議長をはじめ13名（議員９名、
職員４名）で視察をしました。
　「焼却施設」の能力は、竪型ストーカ式 26t/
日（13t×２炉）で平成 25 年１月に供用開始さ
れた施設です。
　当日は、施設紹介映像視聴、質疑応答、施設
内視察の日程でありましたが、今後の建設計画
に対し大いに参考になりました。
　令和５年 12 月５日、留萌南部衛生組合議会
第２回臨時会が開催され、補正予算案（歳入歳
出 30 万３千円）など２件を可決しました。

各 組 合 議 会 か ら の 報 告各 組 合 議 会 か ら の 報 告

留萌南部衛生組合議会留萌消防組合議会

道
北
支
部
議
長
会
議
員
研
修
会

上
川
管
内
町
村
議
会
・
北
海
道
市
議
会
議
長

会
道
北
支
部
議
長
会
議
員
研
修
会(

10
月
19
日
、

旭
川
市
開
催)
に
議
員
11
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
演
１
で
は
、「
住
民
か
ら
期
待
さ
れ
る
議

会
に
な
ろ
う
！
」
と
題
し
、
早
稲
田
大
学
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
研
究
所
事
務
局
長
の
中
村
健
氏
が
講

演
。中

村
氏
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
社
員
を
経
て
、
平
成

11
年
に
27
歳
で
徳
島
県
川
島
町
長
に
初
当
選
。

全
国
最
年
少
の
首
長
と
な
り
ま
し
た
。
町
長
を

２
期
務
め
、
現
在
は
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
ま

ち
づ
く
り
人
材
育
成
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、

自
治
体
の
行
政
・
議
会
双
方
の
活
動
を
多
数
支

援
し
て
い
ま
す
。

高
校
生
が
地
域
活
性
化
策
を
陳
情
書
に
ま
と

め
市
議
会
に
提
出
し
た
取
組
や
建
設
課
が
で
き

る
子
育
て
支
援
な
ど
全
国
の
取
組
事
例
を
紹
介
、

地
域
の
未
来
が
変
わ
る
手
法
を
学
び
ま
し
た
。

講
演
２
で
は
、
文
藝
春
秋
総
局
長
の
新
谷
学

氏
が
「
ス
ク
ー
プ
に
見
る
企
業
の
危
機
管
理
」

に
つ
い
て
講
演
。

「
親
し
き
仲
に
も
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
」
な
ど
ス

ク
ー
プ
の
内
幕
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
自
治
体

や
議
会
に
通
じ
る
〈
危
機
管
理
の
５
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
〉
を
強
調
し
て
い
ま
し
た
。

①
最
優
先
で
守
る
も
の
を
見
定
め
る

②
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
情
報
ほ
ど
早
く
共
有
（
上
げ

さ
せ
る
）

③
常
に
最
悪
を
想
定
す
る

④
情
報
開
示
は
一
刻
も
早
く

⑤
ト
ッ
プ
の
首
は
組
織
を
守
る
為
に
あ
る

悪
い
広
報
と
は
『
逃
げ
る
隠
す
嘘
を
つ
く
』

新
谷
さ
ん
の
興
味
深
い
お
話
か
ら
、
た
く
さ

ん
の
気
づ
き
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲講演１
「住民から期待される議会になろう！」
　　　　　　　　　　　　　　中村健氏

▲講演２　「スクープに見る企業の危機管理」
　　　　　　　　　　　　　　　　　新谷学氏　



89 　広報留萌　2024（令和６）年　2月号

令和５年 第４回定例会　令和５年 第４回定例会　一般質問と答弁　　　　　　　　　①一般質問と答弁　　　　　　　　　①

質
問

学
校
給
食
に
つ
い
て

給
食
セ
ン
タ
ー
は
子
ど
も
の
教
育
に

と
っ
て
大
切
な
公
共
施
設
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
給
食
セ
ン
タ
ー
民
間
売
却
に
異
議
を

唱
え
て
き
た
教
育
委
員
３
名
が
辞
職
し
た

こ
と
に
つ
い
て
市
長
の
受
け
止
め
を
伺
う
。

ま
た
、
民
間
は
利
益
優
先
で
あ
り
、
給
食

セ
ン
タ
ー
の
民
間
売
却
し
た
場
合
、
給
食

事
業
か
ら
撤
退
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
将
来
の
保
障
が
な
い
こ
と
か
ら
、

給
食
は
市
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

業
と
考
え
る
。
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

給
食
無
償
化
は
、
子
ど
も
た
ち
を
直
接

支
援
で
き
る
。
国
に
よ
る
無
償
化
が
行
わ

れ
る
ま
で
、
市
が
直
営
で
学
校
給
食
を
支

え
な
が
ら
、
市
の
施
策
と
し
て
優
先
度
を

あ
げ
て
、
給
食
無
償
化
を
行
う
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁

辞
職
さ
れ
た
教
育
委
員
の
方
々
が

長
年
、
留
萌
市
の
教
育
の
た
め
に
ご
尽
力

を
い
た
だ
い
て
き
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
任
期
途
中
で
辞
職
さ
れ
た
こ
と

は
大
変
残
念
に
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地

域
に
お
け
る
給
食
産
業
と
い
う
こ
と
で
、

給
食
セ
ン
タ
ー
の
民
間
売
却
は
よ
い
提
案

と
考
え
る
。
子
ど
も
た
ち
に
影
響
を
与
え

な
い
よ
う
に
、
行
政
と
し
て
監
視
し
て
い

く
こ
と
も
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
給
食
無
償
化
の
た
め
に
、
毎
年
６
千
万

円
を
出
し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
き
び
し

い
。
こ
の
案
件
に
つ
い
て
は
、
こ
ど
も
家

庭
庁
含
め
た
国
の
教
育
に
対
す
る
子
ど
も

施
策
を
、
も
う
少
し
見
極
め
て
い
き
た
い
。

▲民間売却を検討される学校給食センター
内のようす

質
問

今
後
の
水
道
事
業

　
２
０
１
８
年
の
水
道
法
改
正
に
お
い
て

「
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
」
が
導
入
さ
れ

た
こ
と
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

　
経
営
戦
略
に
基
づ
く
、
施
設
整
備
事
業

が
遅
れ
て
い
る
。
何
が
課
題
な
の
か
。
状

況
の
変
化
が
あ
っ
た
の
か
伺
う
。

　
施
設
整
備
事
業
に
お
け
る
具
体
的
な
施

設
能
力
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
の
は

な
ぜ
か
伺
う
。

答
弁
「
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
」に
つ
い

て
、現
在
の
と
こ
ろ
導
入
の
予
定
は
な
い
。

　
令
和
７
年
度
以
降
の
整
備
計
画
を
見
直

し
て
、
経
営
戦
略
を
改
定
す
る
。

　
次
期
経
営
戦
略
策
定
の
際
、
現
状
の
水

需
要
に
合
わ
せ
た
施
設
能
力
を
検
討
す
る
。

質
問

地
域
住
民
の
移
動
手
段
の
確
保

　
公
共
交
通
政
策
の
政
策
的
優
先
順
位
の

向
上
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を

伺
う
。

　
地
域
自
ら
デ
ザ
イ
ン
す
る
地
域
公
共
交

通
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

　
「
高
齢
者
市
内
バ
ス
利
用
促
進
助
成
事

業
」
を
来
年
度
以
降
も
継
続
す
べ
き
と
考

え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答
弁

政
策
的
に
は
、
優
先
度
の
高
い
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

留
萌
市
地
域
公
共
交
通
計
画
（
素
案
）

の
内
容
を
精
査
し
、
令
和
６
年
度
に
向
け

て
活
性
化
協
議
会
で
協
議
す
る
。

　
実
証
実
験
の
状
況
を
把
握
し
、
次
年
度

の
運
用
等
に
つ
い
て
高
齢
者
の
期
待
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
検
討
を
す
る
。

▲水道工事作業の様子

質
問

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

　
予
防
医
学
の
観
点
よ
り
、
健
康
寿
命
を

延
伸
さ
せ
、
社
会
保
障
の
担
い
手
を
増
や

す
こ
と
は
今
後
の
留
萌
市
に
と
っ
て
は
有

益
で
あ
り
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
を
助
成

す
る
こ
と
の
意
味
が
あ
る
と
考
え
る
が
市

長
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁

帯
状
疱
疹
の
予
防
の
た
め
の
ワ
ク

チ
ン
は
「
予
防
接
種
法
」
で
「
任
意
接
種
」

ワ
ク
チ
ン
と
な
っ
て
い
る
。
帯
状
疱
疹
予

防
の
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
高
額
で
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
発
症
予
防
の
た
め
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
へ
の
支
援
要
望
が
あ
る
こ
と

も
承
知
し
て
お
り
、
実
施
す
る
場
合
の
施

策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

▲帯状疱疹ワクチン

質
問

医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援
に
つ
い
て

　
留
萌
市
の
医
療
的
ケ
ア
児
に
対
す
る
取

組
に
つ
い
て
、
把
握
で
き
て
い
る
ケ
ア
児

の
人
数
に
つ
い
て
伺
う
。

議会です こんにちは議会です こんにちは

野の
ざ
き崎　

良よ
し
お夫  

　
　
　
　
【
無
会
派
】

小こ
ぬ
ま沼　

清き
よ
み美  

　
　
　
　
【
無
会
派
】

宇う
か
わ川　

達た
つ
ろ
う朗  

　
　
　
　
【
萌
政
会
】

採
用
す
る
場
合
と
同
様
に
換
算
す
べ
き
と

考
え
る
が
。
見
解
を
聞
き
た
い
。

▲業務処理を行う職員のみなさん

答
弁

期
末
手
当
は
、
職
務
や
業
務
内
容

を
考
慮
し
、
常
勤
職
員
の
中
で
も
再
任
用

職
員
の
基
準
に
準
じ
て
取
り
扱
う
制
度
設

計
と
し
て
い
る
。
た
だ
、
制
度
開
始
か
ら

一
定
程
度
期
間
が
た
っ
て
お
り
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
複
雑
化
、
多
様
化
し
て
い
く
中
、

常
勤
職
員
と
の
均
衡
を
図
る
こ
と
を
基
本

に
、
職
務
に
応
じ
た
適
正
な
処
遇
に
向
け
、

ま
た
、
勤
勉
手
当
に
つ
い
て
も
同
様
に
適

切
な
処
遇
と
な
る
よ
う
、
職
員
団
体
と
引

き
続
き
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
に
つ
い
て

は
、
職
務
に
応
じ
て
必
要
と
な
る
実
務
経

験
を
考
慮
し
、
職
種
別
基
準
表
で
報
酬
の

月
額
を
定
め
て
い
る
。
制
度
ス
タ
ー
ト
時
、

よ
り
分
か
り
や
す
い
制
度
と
し
て
運
用
し

て
い
る
が
、
様
々
な
考
え
が
あ
る
の
で
、

今
後
、
職
員
団
体
と
協
議
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。
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留
萌
市
の
医
療
的
ケ
ア
児
が
保
育
園
や

小
学
校
に
入
園
、
入
学
希
望
が
あ
っ
た
場

合
の
対
応
に
て
伺
う
。

答
弁

医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援
は
担
当
課

及
び
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
が
個
別

に
行
っ
て
い
る
。
把
握
で
き
て
い
る
医
療

的
ケ
ア
児
の
人
数
は
1
名
。

　
医
療
的
ケ
ア
児
に
つ
い
て
は
、
保
育
園
、

小
中
学
校
と
も
に
受
け
入
れ
実
績
は
な
く
、

市
内
の
医
療
的
ケ
ア
児
も
少
数
で
あ
る
こ

と
か
ら
常
時
受
け
入
れ
に
は
な
っ
て
お
ら

ず
、
人
員
の
確
保
な
ど
時
間
を
要
す
る
場

合
や
、
児
童
の
状
態
に
よ
っ
て
は
受
け
入

れ
が
難
し
い
場
合
も
あ
る
が
、
可
能
な
限

り
受
け
入
れ
で
き
る
よ
う
に
努
め
る
。

質
問

会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
に
つ

い
て

　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の

期
末
手
当
の
支
給
月
数
は
、
一
般
職
の
常

勤
職
員
と
の
均
衡
・
権
衡
の
観
点
か
ら
同

様
の
月
数
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解

を
聞
き
た
い
。
勤
勉
手
当
に
つ
い
て
も
、

一
般
職
の
常
勤
職
員
と
同
様
と
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
現
在
は
規
則
等
が
な
い
。
そ

こ
で
、
今
後
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

　
ま
た
、
採
用
時
の
賃
金
決
定
に
つ
い
て
、

経
験
年
数
換
算
を
一
般
職
の
常
勤
職
員
を

採
用
す
る
場
合
と
同
様
に
換
算
す
べ
き
と

考
え
る
が
。
見
解
を
聞
き
た
い
。

▲業務処理を行う職員のみなさん

答
弁

期
末
手
当
は
、
職
務
や
業
務
内
容

を
考
慮
し
、
常
勤
職
員
の
中
で
も
再
任
用

職
員
の
基
準
に
準
じ
て
取
り
扱
う
制
度
設

計
と
し
て
い
る
。
た
だ
、
制
度
開
始
か
ら

一
定
程
度
期
間
が
た
っ
て
お
り
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
複
雑
化
、
多
様
化
し
て
い
く
中
、

常
勤
職
員
と
の
均
衡
を
図
る
こ
と
を
基
本

に
、
職
務
に
応
じ
た
適
正
な
処
遇
に
向
け
、

ま
た
、
勤
勉
手
当
に
つ
い
て
も
同
様
に
適

切
な
処
遇
と
な
る
よ
う
、
職
員
団
体
と
引

き
続
き
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
に
つ
い
て

は
、
職
務
に
応
じ
て
必
要
と
な
る
実
務
経

験
を
考
慮
し
、
職
種
別
基
準
表
で
報
酬
の

月
額
を
定
め
て
い
る
。
制
度
ス
タ
ー
ト
時
、

よ
り
分
か
り
や
す
い
制
度
と
し
て
運
用
し

て
い
る
が
、
様
々
な
考
え
が
あ
る
の
で
、

今
後
、
職
員
団
体
と
協
議
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

質
問

市
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て

　
留
萌
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

に
お
い
て
、
今
後
の
こ
の
協
議
会
に
お
け

る
懸
案
事
項
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
聞

き
た
い
。
ま
た
、
市
内
路
線
バ
ス
の
減
便

に
よ
り
通
勤
通
院
が
不
便
に
な
っ
た
、
公

共
施
設
に
停
留
所
が
少
な
い
な
ど
の
声
が

あ
る
中
、
市
と
し
て
バ
ス
事
業
者
に
要
望

を
出
す
考
え
が
あ
る
か
聞
き
た
い
。

▲学生の利用が多い停留所

答
弁

公
共
交
通
の
大
き
な
転
換
期
を
迎

え
、
代
替
交
通
等
の
新
た
な
交
通
体
系
を

を
構
築
す
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
と
、
市

内
バ
ス
路
線
の
利
用
促
進
対
策
等
を
踏
ま

え
、
現
在
「
留
萌
市
地
域
公
共
交
通
計
画

（
素
案
）」
の
内
容
を
精
査
し
て
お
り
、
令

和
６
年
度
策
定
に
向
け
て
協
議
し
て
い
く
。

医
療
や
介
護
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
教
育
、
買

い
物
等
と
い
っ
た
他
分
野
と
の
垣
根
を
超

え
た
事
業
連
携
に
よ
る
共
創
も
視
野
に
入

れ
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

質
問

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

　
７
月
よ
り
段
階
的
に
進
め
て
い
く
と
あ

っ
た
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
、
現

在
の
取
組
と
見
え
て
き
た
課
題
、
ま
た
未

対
応
の
部
活
動
の
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

答
弁

今
年
７
月
に
地
域
移
行
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
業
務
に
つ
い
て
留
萌
ス
ポ
ー
ツ

協
会
と
委
託
契
約
を
締
結
し
10
月
か
ら
本

格
的
な
活
動
を
開
始
し
た
。
未
対
応
競
技

に
つ
い
て
は
、
指
導
者
の
確
保
や
練
習
場

所
へ
の
移
動
手
段
、
保
護
者
負
担
の
在
り

方
等
、
課
題
を
整
理
し
対
応
し
て
い
く
。

質
問

留
萌
港
の
発
展
と
課
題

　
築
港
86
年
の
留
萌
港
は
、
国
際
情
勢
、

道
内
火
力
発
電
所
の
廃
止
等
で
貨
物
取
扱

量
が
減
少
し
て
い
る
。
展
望
を
聞
き
た
い
。

　
バ
ラ
化
小
麦
倉
庫
の
老
朽
化
に
お
け
る

新
た
な
小
麦
集
出
荷
施
設
整
備
の
進
捗
、

概
算
事
業
費
と
財
源
を
聞
き
た
い
。

答
弁

留
萌
港
三
泊
ふ
頭
の
石
炭
荷
役
に

代
わ
る
活
用
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
洋
上

風
力
発
電
の
拠
点
と
し
て
の
利
活
用
を
見

据
え
、
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
る
。

　
基
本
計
画
を
完
了
し
、
実
施
設
計
中
。

村む
ら
や
ま山
ゆ
か
り  

　
　
【
未
来
ク
ラ
ブ
】

村む
ら
か
み上　

雅ま
さ
ひ
こ彦 

　
　
　
　
【
無
会
派
】

川か
わ
む
ら村　

忠た
だ
し司  

　
　
【
萌
芽
ク
ラ
ブ
】
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議会です こんにちは議会です こんにちは

ホ
ク
レ
ン
か
ら
３
万
６
千
ト
ン
の
小
麦
オ

ー
ダ
ー
は
十
分
可
能
で
あ
り
、
全
面
的
に

協
力
す
る
合
意
を
得
て
い
る
。
概
算
事
業

費
は
、
約
20
億
円
。
国
の
補
助
採
択
に
向

け
た
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。

▲老朽化が激しい昭和42年建設のバラ化
小麦倉庫

質
問

障
が
い
児
と
家
族
を
サ
ポ
ー
ト

　
市
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
現
在

の
登
録
数
は
１
４
０
人
。
相
談
業
務
に
あ

た
る
専
門
支
援
員
の
増
員
が
必
要
で
は
な

い
か
と
い
う
実
態
も
聞
い
て
い
る
が
、
課

題
を
聞
き
た
い
。
支
援
に
関
わ
る
関
係
機

関
、
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
と
情
報
交

換
や
意
見
交
換
が
必
要
。
連
携
を
深
め
る

取
組
は
で
き
な
い
か
聞
き
た
い
。

答
弁

一
部
支
援
事
業
に
お
け
る
利
用
者

数
の
伸
び
で
指
導
員
の
負
担
増
が
課
題
と

な
っ
て
い
た
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
に
よ
る
業

務
改
善
を
図
り
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。

　
各
事
業
所
か
ら
情
報
共
有
・
意
見
交
換

の
必
要
性
を
確
認
し
な
が
ら
、
目
的
や
活

動
内
容
を
整
理
し
て
い
き
た
い
。

質
問

学
校
給
食
に
つ
い
て

　
市
は
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
民
間
事
業

者
に
譲
渡
し
、
活
用
し
て
「
食
品
製
造
拠

点
を
つ
く
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
地
元
事
業
者
が
事
業
を
継
続

で
き
な
く
な
っ
た
り
、
地
元
事
業
者
の
雇

用
が
失
わ
れ
た
り
し
て
、
ま
ち
が
衰
退
す

る
恐
れ
は
な
い
の
か
。
増
え
て
い
る
ふ
る

さ
と
納
税
を
活
用
し
、
給
食
セ
ン
タ
ー
を

改
修
し
て
調
理
業
務
の
委
託
に
留
め
て
は
。

答
弁

学
校
給
食
事
業
を
受
託
す
る
民
間

事
業
者
が
留
萌
市
に
拠
点
を
構
え
、
地
域

と
連
携
し
た
経
済
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
市
内
全
体
の
経
済
活
性
化
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
給
食
で
取
り
扱

う
食
数
が
増
加
す
る
こ
と
で
、
調
理
員
の

雇
用
増
や
地
元
事
業
者
の
食
材
の
取
引
量

の
増
加
が
期
待
さ
れ
地
域
経
済
に
与
え
る

影
響
は
大
き
い
。
民
間
事
業
者
が
施
設
を

改
修
・
利
活
用
し
、
事
業
を
展
開
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
形
だ
と
考
え
て
い
る
。

質
問

公
衆
浴
場
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
昔
か
ら
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
、
市

内
唯
一
の
公
衆
浴
場
に
対
し
て
、
市
と
し

て
入
浴
環
境
の
整
備
費
用
を
支
援
す
る
考

え
は
な
い
か
聞
き
た
い
。

答
弁

市
で
は
公
衆
浴
場
の
補
助
金
交
付

要
綱
を
制
定
し
て
い
る
も
の
の
、
ホ
テ
ル

神
居
岩
は
「
そ
の
他
の
公
衆
浴
場
」
と
の

許
可
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
補
助
対
象
外
の

施
設
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
他
自
治
体

の
状
況
を
調
査
し
要
綱
の
改
正
な
ど
を
検

討
し
た
い
。

▲留萌市内唯一の公衆浴場

質
問

水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
の
整
備

　
ナ
マ
コ
種
苗
を
行
っ
て
い
る
三
泊
漁
港

の
畜
養
施
設
は
、
築
40
年
以
上
が
経
過
、

老
朽
化
と
狭
隘
な
ど
を
解
消
す
る
た
め
、

新
た
な
「
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
」
建
設
を

計
画
し
て
い
る
。
中
西
市
長
就
任
時
か
ら

の
公
約
。
漁
業
者
は
い
つ
建
つ
の
か
と
期

待
を
寄
せ
て
い
る
。
一
日
も
早
い
施
設
整

備
を
期
待
し
て
い
る
が
展
望
を
聞
き
た
い
。

答
弁

さ
ら
な
る
水
産
振
興
を
進
め
る
上

に
お
い
て
も
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
の
必
要

性
を
十
分
認
識
し
て
い
る
。
有
利
で
活
用

可
能
な
補
助
制
度
を
模
索
す
る
と
と
も
に

各
種
補
助
制
度
の
成
果
目
標
に
即
し
た
事

業
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
調
整
を
行
い
、

早
期
整
備
に
向
け
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

▲手狭になっている三泊の畜養施設

質
問

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
と
課
題

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、
昨
年
10
月
か

ら
寄
付
金
額
の
引
き
上
げ
や
返
礼
品
の
変

更
が
あ
っ
た
。
今
後
ど
の
よ
う
な
制
度
改

正
が
あ
る
か
分
か
ら
な
い
。
基
金
は
一
定

程
度
留
保
し
な
が
ら
、
基
金
を
貯
め
る
力

を
つ
け
て
い
く
べ
き
。
今
後
の
基
金
の
運

用
方
法
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁

令
和
５
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
寄

付
金
額
は
、
17
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

募
集
に
要
す
る
費
用
に
係
る
事
務
費
の
精

査
を
進
め
、
寄
付
者
に
選
ば
れ
る
自
治
体

を
目
指
し
、
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
基
金
は
、
大
型
投
資
に

備
え
て
積
立
を
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

市
民
に
還
元
す
る
政
策
を
考
え
た
い
。

戸と
み
ず水

美み

ほ

こ
保
子  

　
　
【
留
萌
公
明
党
】

米よ
ね
く
ら倉　

靖や
す
お夫  

　
　
【
未
来
ク
ラ
ブ
】



留萌市議会だより
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議 会 の 動 向議 会 の 動 向
令和５年９月５日から12月５日令和５年９月５日から12月５日
までの議会の動向を報告しますまでの議会の動向を報告します

こんなことこんなことがが決まりました決まりました
令和５年 第４回定例会　12月5日〜13日

令和５年 第４回定例会
報 告 ・専決処分の報告について（令和５年度留萌市一般会計補正

予算（第９号）について）　　　
・専決処分の報告について（訴訟上の和解について）

ほか１件…承認
・専決処分の報告について（損害賠償について）

ほか２件…了
議 案 ・令和５年度留萌市一般会計補正予算（第12号）

・留萌市一般職員給与条例等の一部を改正する条例制定に
ついて

・留萌市空家等の適切な管理に関する条例制定について
・留萌市コミュニティセンター設置条例の一部を改正する

条例制定
・留萌市観光施設等の指定管理者の指定について
・留萌市文化センター等の指定管理者の指定について
・市立留萌図書館の指定管理者の指定について
・令和５年度留萌市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
・令和５年度留萌市後期高齢者医療事業特別会計補正予算
（第１号）

・令和５年度留萌市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
・令和５年度留萌市港湾事業特別会計補正予算（第１号）
・令和５年度留萌市下水道事業特別会計補正予算（第２号）
・令和５年度留萌市水道事業会計補正予算（第１号）
・令和５年度留萌市病院事業会計補正予算（第２号）
・留萌市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営

に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定に
ついて

・留萌市下水道事業の剰余金の処分等に関する条例制定に
ついて

ほか８件…原案可決
・留萌市教育委員会教育委員の任命について

ほか２件…同意
意見書案 ・医療・介護・障がい福祉分野における処遇改善等を求める

意見書
・食品ロス削減への国民運動のさらなる推進を求める意見書
・認知症との共生社会の実現を求める意見書…原案可決

●明けましておめでとうございます。
議員改選から、３回目の市議会だより

となりました。新しい視点と斬新なアイディアで、市民の皆さ
んが知りたい情報をお届けできるよう心がけながら、これから
も伝わりやすい方法を模索し、市民目線の広報誌を目指してい
きます。今年も活発な議会活動に取り組んでいきます！（忠）

編集後記編集後記

【留萌市議会事務局】 TEL42-1907 FAX43-6700　URL:http://www.e-rumoi.jp/gikai/index.html　E-mail:rumoishigikai@basil.ocn.ne.jp
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令和５年留萌市議会第３回定例会開会日
第 1 常任委員会
一般質問、議会運営委員会
海上自衛隊掃海艇「あおしま」入港
歓迎式/特別公開、一般質問
海上自衛隊掃海艇「あおしま」歓迎懇親会
令和４年度決算審査特別委員会
海上自衛隊掃海艇「あおしま」見送り、本会議
大湊地方隊創設70周年記念行事音
楽隊コンサート/祝賀レセプション
大湊地方隊創設70周年記念行事記
念式典/基地開放オープニングイベン
ト、飛行展示/大湊基地ツアー
公共施設整備調査研究会
各派代表者会議
第1常任委員会、第2常任委員会
第48回富士登山駅伝競走大会留萌
自衛隊チーム第３位入賞祝賀会
第１常任委員会行政視察（岩手県紫
波町、秋田県美郷町）
第１常任委員会行政視察（宮城県石巻市）
議会広報広聴常任委員会
各派代表者会議
夕張市議会行政常任委員会行政視察
北海道市議会議長会道北支部議長会（秋季）
北海道留萌高等学校創立百周年記念式典・祝賀会
公共施設整備調査研究会行政視察（小清水町）
公共施設整備調査研究会行政視察（北見市）
熊本県菊池市議会福祉厚生常任委員会行政視察
令和５年度北海道市議会議長会道
北支部議長会議員研修会
海上自衛隊掃海艇「いずしま」入港歓
迎式/特別公開/歓迎懇親会
東京留萌の会
留萌市老人クラブ連合会創立60周年記念式典/祝賀会
令和５年度全国市議会議長会基地
協議会北海道部会定期総会
第２常任委員会行政視察（栃木県矢
板市、那珂川町、高根沢町）
札幌留萌の会
第二十六普通科連隊市中パレード/懇親会
第１常任委員会、第２常任委員会
全員協議会
令和５年度「空き家・空き地問題に関する特
別委員会」正副委員長会議/第２回委員会
留萌市功労等表彰式
社会福祉法人留萌萌幼会沖見保育
園・みどり保育園創立50周年記念式典
令和５年度「空き家・空き地問題に関
する特別委員会」現地調査
陸上自衛隊留萌駐屯地の充実・発
展を求める要望活動（旭川要望）
第２常任委員会、各派代表者会議
議会広報広聴常任委員会
公益社団法人留萌地方法人会提言書受理
海上自衛隊と留萌市の連携強化を求める要望活動
陸上自衛隊留萌駐屯地の充実・発
展を求める要望活動（札幌要望）
陸上自衛隊留萌駐屯地の充実・発
展を求める要望活動（中央要望）
第 1 常任委員会
令和５年度まちづくり懇談会
議会運営委員会、各派代表者会議
令和5年留萌市議会第4回定例会開会日


